
本
州

の
山
岳
と
異
な
り
、
北
海
道
で

も
中
央

に
位
す

る
海
抜

二
、
○
○
○

メ

ー
ト
ル
以
上

の
高
山

で
あ
る
大
雪
山
の

探
険
あ

る
い
は
登
山

の
歴
史
は
遅
れ
て

い
る
が
、
明
治
七
年
(
一
八
七
四
)
、
米

人
地
質
学
者

ラ
イ

マ
ソ
が
石
狩
川
を
潮

り
、
層
雲
峡

の
景
観
を
賞
し
て
ケ
プ

ロ

ソ
峡
谷
と
呼

ん
で
い

る

こ

と

は

面
白

い
。

そ
れ

よ
り
以
前
、

寛

政

一
〇

年

(
一
七
九

八
)

に
三
橋
藤
右
衛
門
な
る

人
が
、
幕
府

の
命

に
よ

っ
て
石
狩
川
上

流
を
探
険

し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ

て
い

る
。
安
政

四
年

(
一
八
五
七
)
、
石
狩
役

所
在
勤
足
軽

・
松

田
市
太
郎
の
探
険

は

伊
藤
秀

五
郎
会
長
が
前
号

に
紹
介

さ
れ

た
ご
と
く

で
あ

る
が
、

石
狩
川
水
源

に

も
達

し
て
い
る
。
当
時
、
函
館
奉
行
所

傭
吏

・
松
浦
武
四
郎

の
石
狩
日
記

に
は

大雪山地学研究史

夫俊川石

大
雪
山

の
山

名
の
記
述
が

あ

り
、
地
図

に
層
雲
峡
附

近
の
温
泉
記

号
が
見
ら
れ

る
が
、
松
浦

武
四
郎
自
身

は
こ
の
地

に

い
た
ら
な
か

っ
た
と
も

い

わ

れ

て

い

る
。
明
治

五

年
、
開
拓
使

掌

・
高
畑
利

宣
は
石
狩
川

を
湖
り
、
温

泉
と
滝
を
見

て
引
き
返

し
た
と
い
う

の
は

お
そ
ら
く
層
雲
峡
の
温
泉
と

雄
滝
、
雌

滝

附

近

ま

で

の

視
察
を
行

っ
た
も
の
で
あ

ろ

う
。

ラ
イ
マ
ン
の
石
狩

川
上
流
地
質
踏
査

明
治

の
は
じ
め
、
ま
だ
蝦

夷
地
と
も

い
わ
れ
て
日
本
人

さ
え
余
り
、
北
海
道

の
奥
地
に
は
入
ら
な

か

っ
た

頃
、
開
拓
使
傭

の
地
質
、
鉱
山
技
師
と

し
て
来
朝

し
、
明
治
五
年

よ
り
三
年
間
、
北
海
道

の
地
質
を

調
査

し
て
最
初
の
北
海
道
地
質
略
図
を

つ
く
り
、

石
狩
炭

田
の
発
見
開
発
を
行

っ
て
北
海
道

の
開
拓

に
貢
献
し
た
ベ

ン
ジ

ャ
ミ
ン

・
ス
ミ

ス
・
ラ
イ

マ

ン

(
来
曼
と
自
署
)

は
明
治

七
年
七
月
十

二
日
、

神
居
古
瀕
を
出
発

し
て
石
狩
川
を
湖
行
し
、
源
を

極

め
て
山
越
え
し
、
音
更
川
に
下

っ
て

八
月

二
日
、

十
勝
大
津
海
岸

に
達
す
る
大
地
質
旅
行
を
試
み
て

い
る
こ
と
は
、
当
時
と
し
て
驚

嘆
す

べ
き

こ
と

で

あ

る
。

こ
の
記
事
は
同
年

八
月

二
十
六
日
、

ラ
イ

マ
ソ

よ
り
開
拓
使
顧
問

ホ
ー
レ
ス

・
ケ
プ

ロ
ソ
に
提
出

さ
れ

た
報
告

に
く
わ

し
い
。
上
川

よ
り
上
流

は
道

も
な

い
石
狩
川
の
峡
谷
、
急
流
と
戦

い
な
が
ら
も

未
開

の
自
然
の
魅
力

に
惹
か
れ
な
が
ら
徒
渉
潮
行

す

る
状
況

の
描
写
、
日
本
人
の
地
質
助
手
、
通
訳
、

ア
イ
ヌ
の
道
案
内
、
人
夫
な
ど
と
意
見
を
交
し
な

が
ら
進
行

の
方
向
、
方
法
を
決
定
す
る
と
き

の
雰

囲
気
、
不
慮
の
傷
害
者
の
救
出

と

い
た

わ

り

な

ど
、
読
み
な
が
ら
当
時
の
自
然
が
目

に
浮
か
ん
で

く
る

よ
う
で
あ

る
。

ア
ネ

ロ
イ
ド

で
登
行
高
度
を

測
り
、
河
流
の
分
岐
す
る
毎

に
流
量
を
概
測
し
、

岩
石
を
調
べ
、
温
泉

の
温
度
を
測
定

し
な
が
ら
名

称

の
な

い
川

に
開
拓
使
川
、
大
鳥
川

、山
内
川
、
西

村
川
な
ど
開
拓
使
関
係

の
名
称

を
与

え
て
い
る
。

層
雲
峡

の
溶
結

凝
灰
岩

の
柱
状
節
理
の
美
観

に

は
感
動
し
て
、

ヶ
プ

官
ソ
の
名
誉
の
た
め
、

ケ
プ

ロ
ソ
峡
谷
と
命
名
し
て
い
る
。

こ
の
溶
結
凝
灰
岩

に

つ
い
て
は
火
山
岩
と
記
し
て

い
る
が
、
石
狩
岳

や
石
狩
川

の
露
出
岩
盤
に
珪
岩
、
暗
色
珪
岩
と

い

っ
て
い
る
も

の
が
多

い
の
は
大

雪

山

基

底

を

な

す
、
い
わ
ゆ
る
日
高
累
層
群

の
珪
岩
、
珪
質
粘
板

岩
、
黒
色
粘
板
岩
を
指

し
て

い
る
。
層
雲
峡

の
温

泉
四
十

五
度
と
四
十
七
度

の
二
個
所

は
す
で
に
松

浦
の
地

図
に
記
号
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
上
流

に

八
○
度

の
も

の
二
個
所

を
発
見
し
て
い
る
の
は
、

現
在
の
赤
十
字

分
院
療
養
所
附
近
の
温
泉
か
と
思

わ
れ
る
。

ラ
イ

マ
ソ
は
助
手

・
秋
山
美
丸

の
労
に

報

い
て
秋
山
温
泉
と
称
し
、
上
川
か
ら

の
道
路
が

開
通
す

れ
ば
来
遊
者
の
増
加
す
る
こ
と
を
予
見

し

て

い
る
。

そ
の
後

、
明
治
九
年
、
開
拓
大
判
官

・
松
本
十

郎
も

ラ
イ

マ
ン
と
同
じ
経
路
を
潮
行

し
て
、
十
勝

川
上
流

に
下

っ
て
い
る
。
明
治
十
七
年
か
ら
は
福

士
成
豊

の
本
地
域
内
の
測
量
が
開
始

さ
れ
、
二
十

九
年
、
北
海
道
庁
発
行

の
二
〇
万
分
の

一
地
形
図

は
そ
れ
ら

の
努
力
の
集
成

で
あ

る
。

小
泉
秀
雄
の
大
雪
山
調
査

大
雪

山
の
登
山
は
明
治
時
代
、
す
で
に
旭
川

の

中
学
生
に
よ

っ
て
試
み
ら
れ

て
い
た
が
、
明
治
四

十
四
年

、
旭
川
中
学
校
の
地
理
、
植
物

の
教
師
と

し
て
赴
任

し
た
小
泉
秀
雄

は
、
植
物
地
理
学
専
攻

の
学
者
で
あ

る
と
と
も
に
、
熱
心
な
地
学
研
究
者
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で
も
あ

っ
た
。

こ
れ
よ
り
前

明
治

二
十
三
年
、
上
川
よ
り
層
雲

峡
ま

で
の
道
路
が
設
け
ら
れ
、
四
十
三
年
、
層
雲

峡

に
来
遊
し
た
太
田
楽

山
は
、

こ
の
峡
谷
美
を
霊

山
碧
水
峡
と
呼

ん
で
礼
讃
し
た
。
層
雲
峡

の
名
は

大
雪
山
登
山
を
目
的

に
大
正
十
年
こ
の
地
を
訪
れ

た
大
町
桂
月
が

ア
イ

ヌ
語

の

「
ソ
ウ
ウ
ン
ペ
ッ
」

の
地

名
か
ら
与
え

た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
地

の
温

泉

は
明
治
時
代
、
露

天
風
呂
を
掘

っ
て
浴
す
る
程

度

で
あ

っ
た
が
、
大

正
二
年

に
は
塩
谷

忠
が
温

泉

利
用

の
出
願
を

し
て
現
在

の
層
雲
閣
の
基
を

つ

く

っ
た
。

一
方
、
大
雪
山

の
反
対
側
南
西
麓

に
は
明
治
三

十
年

(
一
八
八
九

)
、
松
山
多
米
蔵
が
温
泉
を
発
見

し
、
三
十
三
年

か
ら
浴
漕
を
設
け
て
松
山
温
泉
と

称
し
た
。
羽

衣
の
滝

の
あ

る
こ
の
渓
谷
は
古
く
勝

仙
峡
と
呼
ば

れ
た
が

、
終
戦
後
、
天
人
峡
と
称
さ

れ
、
温
泉

は
天
人
峡
温
泉
と

い
わ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。

大
正
十
二
年
、
大
雪
山
紹
介
と
登
山
奨
励

の
た

め
旭
川
に
北

海
道

山
岳
会
が

設
立
さ
れ
、
翌
年
旭

岳
、
黒
岳

に
石
室
が

設
け
ら
れ
た
。
登
山
路
も
改

修

さ
れ
た
が
、

小
泉
秀
雄

は
登
山
路
の
な

い
と
き

か
ら
前
後

九
回
の
登
山
を
く

り
返
し
、
延

日
数
五

十
余
日
に
わ
た

っ
て
調
査

を
続
け
た
。

こ
れ
ら
の
結
果

は
、
大

正
七
年

「
北
海
道
中
央

高
地

の
地
学
的
研
究

並
に
植
物

分
布

の
研
究
」
、
大

正
十
五
年

「
大
雪

山
、
登
山
法

及
登
山
案
内
」
と

し
て
印
刷
刊
行
さ
れ
た
が
、
植
物
学
者
が
地
学
的

に
暗
黒
時
代
の
大
雪
山
の
全
貌
に
光
を
与
え
た
こ

と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
小
泉
は
丹
念
に

多
く
の
ス
ケ
ッ
チ
を
加
え
て
地
形
、
地
質
の
観
察

記
載
を
行
い
、
後
者
の
著
書
に
は
、
そ
の
前
年
発

表
さ
れ
た
田
中
館
秀
三
の
論
文
を
参
考
と
し
て
岩

石
名
も
記
述
し
て
い
る
。
交
通
不
便
の
時
代
に
熊

の
多
い
険
岨
な
高
山
を
踏
査
し
、
そ
の
努
力
は
大

正
十
四
年
、
旧
制
松
本
高
等
学
校
に
栄
転
す
る
ま

で
つ
づ
け
ら
れ
た
。

田
中
館
秀
三
の
火
山
地
質
学
的
研
究

大

正
十
三
年

一
月
、
大
雪
山

の
学
術
的
調
査
研

究

を
目
的
と
す
る
大
雪
山
調
査
会

(会

長
荒
井
初

一
)
が

設
立
さ
れ
、
調
査

は
同
年
夏
よ
り
は
じ
め

ら
れ
、
根
本
広
記
の
気
象
、
田
中
館
秀
三

の
地
形

と
地
質
、
原

田
泰

の
森
林

の
研
究
が
完
成
し
て
、

地
学
雑
誌
三
十
七
巻

(
大
正
十
四
年
)

に
発
表
さ

れ
た
。
ま
た
小
泉
秀
雄

の
植
物
、
地
学
的
研
究
も

大
正
十
五
年
、

こ
の
会

か
ら
刊
行
さ
れ
て

い
る
。

十
四
年
、
北
海
道
山
岳
会

は
層
雲
峡

に
お

い
て
夏

季
大
学
を
開
催
し
、
講
師
と
し
て
植

物
学
の
権
威

・
宮

部
金
吾
、
地
質
学

の
早
坂

一
郎
東
北
大
学
助

教
授

が
参
会

し
、
大
雪
山
を
登
山
し
野
外
指
導
も

行

わ
れ
た
。

田
中
館
秀
三
は
明
治
四
十

一
年
、
東
大
地
質
学

科

を
卒
業
後
、
北
大
の
講
師
、
助
教
授
と
な
り
、

北
海
道

の
火
山
や
火
山
湖

の
研
究

に
没
頭

し
て
い

る
時
期

で
あ

っ
た
。
道
南
、
道
東
の
主
な
火
山

は

ほ
と
ん
ど

い
た
ら
な

い
と

こ
ろ
な
か

っ
た
が
、
未

踏

の
中
央
高
地

の
火
山
調
査
は
魅
力

で
あ

っ
た
。

八
月
末
よ
り
九
月
に
か
け
て
、
石
狩
川
や
忠
別
川

の
火
山
基
底
部
よ
り
い
わ
ゆ
る
表
大
雪

(
北
部
大

雪
)

の
山
頂
部
ま
で
初

め
て
火
山
地
質
学
的
調
査

を
行

い
、
各
山
塊

の
火
山
形
態
、
火
山
構
造
、
特

に
旭
岳
火

口
の
活
動
状
況
、
各
溶
岩

の
岩
石
種
名

な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
温
泉
、
万
年
雪

か
ら
気
象

気
候

に
ま

で
注
目
し
て
い
る
。
た
だ
野
外

の
外
見

の
類
似

か
ら
層
雲
峡

や
天
人
峡

の
柱
状
節
理
著
し

き
安
山
岩
質
溶
結
凝
灰
岩
を
十
勝

火
山
群
周
辺

に

台
地
を
な
し
て
広
大
に
分
布
す
る
流
紋
岩

(
現
在

流
紋
岩
質
溶
結
凝
灰
岩

と
い
わ
れ
て
い
る
)

に
対

比
し
て

い
る
た
め
、
大
雪
山
頂
部
の
ヵ
ル
デ

ラ
と

の
関
係

に
は
留
意

し
て
い
な

い
。

当
時
、

い
わ
ゆ
る
裏
大
雪

(中
部
大
雪
)

へ
の

登
山
路

は
開
け
ず
、
昭
和

五
、
六
年
頃
、
北
方
動

物
学

の
権
夙

・
犬
飼
哲
夫
、
米
人
動
物
学
者
ピ

ー

エ
ル
、
火
山
学
者

・
田
中
館
秀
三
の

一
週
間

に
わ

た
る
高
根

ケ
原
、
忠
別
岳
、

ト
ム
ラ
ウ
シ
岳

の
調

査
は
、
当
時
、
探
険

の
ご
と
く
新
聞

に
連
載
さ
れ

た

ほ
ど
で
あ

っ
た
。

戦
後
の
大
雪
山
共
同
研
究

複
雑
な
火
山
構
造
、
北
海
道
第

一
の
高
峯

・
旭

岳
、
常
時
噴
煙
絶
え
な
い
活
動
的
火
山
は
地
質
学

者

の
興
味
を
惹
く
も
の
で
あ

っ
た
が
、
広
大
な
規

模

と
険
峻
な
地
形

は
単
独
研
究
者

の
調
査
に
は
困

難

を
思
わ
し
め
た
。
戦
後
、
団
体
研
究
が
各
分
野

に
始
ま

っ
て
来

た
頃
昭
和

二
十
五
年
(
一
九
五
〇
)

北
大
地
質
学
鉱
物

学
教
室

の
石
川
俊
夫
、
勝

井
義

雄
、
鈴
木
淑
夫
、
木
崎
甲
子
郎
、
秋
葉
力
、
酒
匂

純
俊
、
小
山
内
熈
、
木
村
昭
二
、
平
井
喜
郎

は
大

雪
山

の
基
底
、
火
山
層
序
、
構
造
、
岩
石
学
的
特

性
、
生
成
史
を
明
ら

か
に
す
る
目
的
を
も

っ
て
共

同
研
究
を
計
画

し
、
以
降
三
年
間

に
わ
た

っ
て
登

山
者

の
急
減
す

る
八
月
末

よ
り
九
月
初
旬
に
か
け

て
、
毎
年

一
週
間
く
ら

い
を
山
頂
部

の
石
室

に
泊

り
、
あ
る
い
は
野
営

し
、
熊

に
驚
き
な
が
ら
ト
ム

ラ
ウ

シ
岳
以
北

の
表
大
雪
(
北
部
大
雪
山
)、
裏
大

雪

(
中
部
大
雪
山
)

の
地
質
調
査
、
岩
石
採
集
を

概
略
終
え
た
。

こ
れ
ら

の
成
果

は
二
十
七
年
、

二

十
九
年

の
日
本
地
質
学
会

に
報
告
さ
れ
、
第

六
十

五
年
年
会

の
北
大

に
開

か
れ
た
三
十
三
年

(
一
九

五
八
)

に
、
地
質
見
学
案
内
書
と
し
て
綜
括
編
集

さ
れ

た
。
初
め
て
概
略
な
が
ら

地

質

図

が

示
さ

れ
、
噴
出
物
の
順
序
も
決
ま
り
、
火
山
構
造
も
明

ら
か
に
さ
れ
た
。
知
床

・
阿
寒
火
山
列

の
輝

石
安

山
岩
を
主
と
す

る
溶
岩

よ
り
も
ア
ル
カ
リ
特

に
カ

リ
に
富
み
、
し
ば

し
ば
角
閃
石
を
含
む
溶
岩

を
特

徴
と

し
、
千
島

弧
の
内
側

に
走

る
火
山
群
で
あ
る

こ
と
も
判
然
と

し
た
。
ま
た
層
雲
峡
、
天
人
峡

の

溶
結
凝
灰
岩
が
大
雪
山

の
カ
ル
デ
ラ
と
関
係
あ
る

こ
と
も
注
目
さ
れ
る
こ
と

で
あ

っ
た
。
し
か
し
こ

の
調
査

は
、
ほ
と
ん
ど
研
究
者
自
身

の
費
用
で
行

6



わ

れ
た
た
め
、
踏
査
範
囲

の
制
限
を
免
れ
得
ず
、

不
十

分
な
と

こ
ろ
が
多

い
。

「
大
雪
山
」
「
旭
岳
」
の

地
質
図
幅
完
成

大
雪
山

の
よ
う

な
広
大
な
高
山
地
域
は
、
十
分

な
費
用
と
年
月
を
も

っ
て
調
査
研
究
す
べ
き
と

こ

ろ
で
あ

る
。
昭
和
三
十

六
年
、
大
雪
山
の
観
光
紹

介

の
た
め
上
川
町
は
、
道
立
地
下
資
源
調
査
所

に

依
頼
し
て
上
川
町
の
地
質
図
を

つ
く

っ
た
。

こ
れ

は
色
刷
の
最
初

の
大
雪
山
地
質
図

で
あ
り
、
同
時

に
刊
行

し
た
国
府
谷
盛
明

の

「
大
雪
山

の
生
い
立

ち
」
は
美
し
い
写
真
と

ス
ケ

ッ
チ
で
分

か
り
易

く
、

興
味
深
く
説
明

し
た

一
般

普
及
の
好
著

で
あ
る
。

さ
ら

に
同
年

よ
り
三
十
八
年

に
わ
た
り
地
下
資

源
調
査
所
は
五
万
分

の

一

「
大
雪
山
」

の
地
質
図

幅

の
精
査
を
行

い
、

こ
れ
と
重
複
し
な
が
ら
三
十

七
年

よ
り
三
十
九
年

に
わ
た

っ
て

「
旭
岳
」
図
幅

の
精
査
も
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
四
十

一
年
、
四
士

二

年

に
出
版
刊
行

し
て

い
る
。
五
万
分
の

一
地
質
図

幅
と

は
国
土
地
理
院

の
五
万
分

の

一
地
形
図
を
基

礎
と
し
て
、
そ
の
全
域

に
わ
た
り
踏
査

で
き
る
限

り
、
小
沢

の

一
本

一
本
ま
で
を
し
ら
み

つ
ぶ
し

に

地
質
を
調
査
し
、
岩
石
を
採
集
し
て

つ
く
り
あ
げ

ら
れ

た
も

の
で
あ
る
。
苦
労

の
多

い
反

面
、
地
味

な
仕
事

で
も
あ

る
が
、
貴
重
な
研
究
成
果

で
あ
る

と
と
も

に
、

つ
ね
に
将
来

の
進

ん
だ
研
究

の
基
礎

資
料
と
し
て
重

要
で
あ
る
。
両
図
幅
の
完
成

は

一

応

、
大
雪

山
全
域

の
地
質
を
明
細

に
示
し
た
。

温
泉
、
地
熱
の
調
査
研
究

大
雪
山
は
旭
岳
の
爆
発
火
口
よ
り
常
時

噴
煙
を

つ
づ
け
、
火

口
内

の
硫
気
孔
活
動
は
い
ま
な

お
活

発

で
火

口
底

に
は
男
華
.翫
黄
も
多

い
が
、
古

い
中

央
火
山

の
火

口
内

に
も
ま
だ
噴
気
が
残

り
、
熊
を

殺
し
た
有
毒

ガ
ス
の
放
出
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ

る
。

こ
の
巨
大
な
火
山
の

エ
ネ

ル
ギ
ー
は
地
下
水

を
熱
し
て
東
北
麓

に
層
雲
峡
温
泉
、
西
南
麓

に
天

人
峡

お
よ
び
勇
駒
別
温
泉
、
北
西
山
腹

に
愛
山
漢

温
泉

を

つ
く

っ
て
、
登
山
観
光

の
基
地
を
与

え
て

い
る
。
道
内
主
要
温
泉
の
実
態
調
査
を

つ
づ
け

て

い
た
道
衛
生
部

は
三
十
三
年
層
雲
峡
温
泉
、
三
十

四
年

、
天
人
峡

お
よ
び
勇
駒
別
温
泉

の
地
球
物
理

的
、
地
質
的

調
査

を
行

っ
た
。
桂
月
岳
、
凌
雲
岳

の
両
溶
岩

円
頂
丘
間

の
麓

に
発
源
す
る
白
水
川
上

流

に
は
従

来
高
温
の
温
泉
が
湧
出

し
て
い
た
が
、

四
十
三
年

よ
り
地
下
資
源
調
査
所
が
地
熱
開
発
の

ボ

ー
リ

ン
グ
を
始

め
、

一
四
六
度
、
密
閉
圧
力
二

五
キ

ロ
、
水
蒸
気
量

二
五
-

二
八
ト

ン
の
成
果
を

あ
げ

、
現
在

上
川
町

に
お
い
て
暖
房
、
浴
用
、
温

室

な
ど
広

く
利
用

の
方
途
が
考
え
ら
れ
て

い
る
。

こ
れ
ら
温
泉

地
熱

の
調
査
研
究

の
進
行

は
、
末
尾

の
文
献
を
参
照
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

お

わ

り

に

自
然
美
を
誇
る
大
雪
山
は
、
ま
た
自
然
科
学

の

宝
庫
で
も
あ
る
。
将
来

、
永

く
自
然
研
究

の
場
所

と
し
て
も
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
然

の
貴
重
な

こ
と
を
広
く
人

々
の
心
に
滲
透

せ
し
む

る
に
は
、
絵
画
や
写
真

の
美

し
さ
に
よ
り
感
動
を

与

え
る
こ
と
も
好
機
と
な

る
。
写
真
集

・
大
雪
山

(
一
九
七
三
)
は
、
大
雪
山

の
自
然
保
護

に
も
貢

献
す
る

一
助
と
な
ろ
う
。

大
雪
山
地
学
主
要
文
献
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ω
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○。
・

小

泉

秀

雄

(
一
九

一
九
)

北

海

道

中

央
高

地

の

地

学
的

研
究

並

植

物

分
布

の

研
究

。

山

岳

十

二
年

二

・
三

号
合

本

、

二

四

八

頁
。

小
泉

秀

雄

(
一
九

二

六
)

大
雪

山

、

登

山
法

及

登

山

案

内
。

大

雪

山

調

査
会

刊

行

、

三

六

四

頁
。

田
中

館

秀

三

(
一
九

二

五
)

大

雪

山

調

査

概
報

。

地

学
雑

誌

、

三

七

巻

五

〇

一
ー

五
〇

八
、

五

六

八

-

五
八

四
頁

。

石

川

俊
夫

編

(
一
九

五

八
)

大
雪

山

及

び
層

雲

峡
。

二

四
頁

、

北

海

道

大

学

地
質

学

鉱

物

学
教

室

刊

行
、

地
質

見

学

案

内

書
。

石

川

俊

夫

(
一
九

六

三

)

大
雪

山

の
地

形

と

地

質

。

日
本

自

然
保

護

協

会

調

査

報
告

八
号

(
大
雪

火

山

群

の
研
究

)

五
ー

二
四

頁
。

土

居

繁

雄
、

国
府

谷

盛

明

、

藤

原

哲
夫

、

長

谷

川

潔

(
一
九

六

一
)

北

海

道

石

狩

国

上

川
町

の
地

質

(
色
刷
地
質
図
)、

三
六
頁
、

上
川
町
。

国
府
谷
盛
明

(
一
九
六

一
)

大
雪

山
の
生

い
立

ち
。
上
川
町
、
層
雲
峡
観
光
協
会
刊
行
。

国
府
谷
盛
明
、
松
井
公
平
、
河
内
晋
平
、
小
林

武
彦

(
一
九
六
六
)

五
万
分
の

一
地
質
図
幅

「
大

雪
山
」
。
四
〇
頁
、
北
海
道
開
発
庁
。

国
府
谷
盛
明
、
小
林
武
彦
、
金
詰
祐
、
河

内
晋

平
(
一
九
六
八
)

五
万
分

の

一
地
質
図
幅
「
旭
岳
」
。

五
二
頁
、
北
海
道
開
発
庁
。

和
気
徹
、
内
田
豊
、
鈴
木
豊
重
、
横
山
英
二
、
酒

匂
純
俊

(
一
九
七
〇
)
大
雪

山
層
雲
峡
地
区
の
地

熱
(
第

一
報
)。

地
下
資
源
調
査
所
報
告
四

一
号
、

七
七
-
九
〇
頁
。

横

山
英

二

(
一
九
七

一
)
大
雪
山
層
雲
峡
地
区

の
地
熱
(
第

二
報
)。
地
下
資

源
調
査
所
報
告
、

四

四
号
、

五
五
-

六

一
頁
。

和
気
徹
、
横
山
英
二

(
一
九
七

一
)
大
雪
山
層

雲
峡
地
区
の
地
熱
(第

三
報
)。
地
下
資
源
調
査
所

報
告
、

四
四
号
、
六
三
-

七
二
頁
。

鈴
木
豊
重
、
内
田
豊

(
一
九
七
二
)
大
雪
山
層

雲
峡
地
区

の
地
熱
(第

四
報
)。
地
下
資
源
調
査
所

報
告
、

四
五
号
、
四

一
i

五
〇
頁
。

酒
匂
純
俊
、
和
気
徹
、
横

山
英
二
(
一
九
七

一
)

北
海
道
層
雲
映
地
区
の
地
熱
調
査
。
地
熱
、
三
〇

号
、

三
-

一
七
頁
。

北

海
道
地
下
資
源
調
査
所

(
一
九
七

四
)
北
海

道
大
雪

山
層
雲
峡
地
区
の
地
熱
資

源
。
一
〇
八
頁
。

北
海
道
撮
影
社

(
一
九
七
三
)
写
真
集

・
大
雪

山
、
中
央
高
地
の
自
然
。

二
〇
八
頁
。

(札
幌
静
修
短
期
大
学
)
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